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選択したo A . B両県の概要は、表lに示すとおりで
ある。
表 1 調査地域の概要
項 目 A 県 B 県
人 一口 約186万人 約145万人
産 科 医 師 数 146人 87人
助 産 日市 数 222人 224人
総合周産期母子医療センタ}の数
地域周産期母子医療センタ}の数 4 3 


















































































20歳代 0~5 0~5 
40歳代 21以上 21以上
20歳代 6~ 10 0~5 
30歳代 II ~ 15 II ~ 15 
30歳代 6~10 6~10 
30歳代 6~ 10 0~5 
30歳代 16~20 0~5 
40歳代 16~20 16--20 
40歳代 16~20 16--20 
40歳代 16~20 16~20 
40歳代 16~20 16--20 
30歳代 1--15 1--15 
40歳代 16~20 6--10 
20歳代 0--5 0~5 
20歳代 6--10 6--10 
30歳代 6--10 0--5 
30歳代 6--10 0--5 
20歳代 6--10 0--5 


































A県 n=11 B県 n=8
項 目
人 % 人 % 
妊婦健康診査 1 100.0 8 100.0 
妊婦健康診査医療機関委託有 1 100.0 8 100.0 
乳幼児健康診査 10 90.9 8 100.0 
乳幼児健康診査医療機関委託有 10 90.9 8 100.0 
妊産婦歯科健康診査 。0.0 3 37.5 
乳児歯科健康診査 9.1 2 25.0 
妊婦訪問指導 7 63.6 7 87.5 
妊婦訪問指導助産姉委託有 9.1 3 37.5 
新生児訪問指導 9 81. 8 8 100.0 
新生児訪問指導助産師委託 有 2 18.2 3 37.5 
里帰り新生児訪問指導 5 45.5 8 100.0 
里帰り新生児訪問指導助産師委託 有 2 18.2 2 25.0 
妊娠期の母親学級 3 27.3 1 12.5 
妊娠期の両親学級 3 27.3 3 37.5 
乳児期の育児学扱 7 63.6 4 50.0 
妊娠期の電話相談 4 36.4 7 87.5 
新生児期の電話相談 6 54.5 7 87.5 
乳児期の電話相談 7 63.6 7 87.5 
健診未受診者のブォロー 9 81. 8 8 100.0 
育児グルー プの支援 6 54.5 2 25.0 
児童虐待防止ネッ 3 27.3 2 25.0 トワーク事業
l歳6ヶ月健診 1 100.0 8 100.0 
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